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２ ３ ４ ５１
４発話のあったインターバルの比率の推移Fig
第１期，第Ⅱ期でＢ児は全く着席することがなく，ト
レーナーの方へ自ら来ることはなかった第Ⅲ期セッ
ション６では泣きながらではあるがトレーナーが誘導
することによって着席できたまた途中で離席するこ
ともなく，後半トレーナーの身体ガイダンスによって
活動を行った．セッション７でも来室時から泣いてい
たが，プレイルームに入ると着席することができ，泣
くしぐさの後に，トレーナーと一緒にパズルなどの課
題をする行動が見られた．セッション８以降誘導せず
に着席することができるようになり，笑顔で自発的に
課題に取り組む様子が観察されたこれは，セッショ
ン６で泣くのが落ち着いた頃にトレーナーと一緒に活
動をすることを取り入れ，着席して課題を行う行動を
賞賛という形で強化したためだと考えられる．離席し
ている時間もあるがそれはＢ児が課題を取りに行く
ために立ち上がる行動も含まれている．セッション
１２ではＡ児の方からたいこのばちが飛んできたこと
があった．初期のＢ児ならば投げ返していたと思われ
たが，拾いに行きトレーナーに渡す様子も見られた
また，セッション開始初期，Ｂ児は一人で遊ぶこと
が多かったが，後半のセッションでは着席せずに遊ん
でいても，しばらくしたらトレーナーがいる机に玩具
を持ってきて遊ぶようになった始まりと終わりは着
席してあいざつをすることもできるようになった．
総合的に見てみると，初期に比べ，トレーナーと関
わらないということはほとんどなくなった．Ｂ児は人
と関わっていたほうが自分にとって楽しいことができ
るということを学習したため，そのような適切な反応
をすることができるようになったと考えられる．
3．発話とやりとりの内容の変化
Ｂ児は不適切な行動をとらなくても，自分の意思を
言葉で伝えることで相手とコミュニケーションを取る
ことができると学習したと思われる．
５．まとめ
全てのグラフからわかるようにＢ児の行動は多様
に変化していった
Ｂ児は人と関わることがとても好きであり，トレー
ナーとの関わりを求めて行動を変化させたのだと推測
されるそして，行動上の問題が低減し，発話を強化
した結果，発話頻度が増加していった
今まで行動上の問題を頻発することで，人からの注
目を得てきたＢ児は，人と相互にやり取りが続くコ
ミュニケーション方法を未学習だった．そのために
適切に人と接する機会が失われていたと考えられる．
127ADHDが疑われる幼児に対する社会的行動の改善の試み
また本児は指導終盤に幼稚園（年長組）へ就園を
兄弟で決定した．我々は児の社会的行動の改善を図る
ことによる，母親への育児支援および幼稚園への就園
支援を行うことができた．
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